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研究要旨 
2018 年（平成 30 年）12 月に開始した厚生労働省 肝がん・重度肝硬変治療研究促進事業では、Ｂ

型・Ｃ型肝炎ウイルスに起因する肝がん・重度肝硬変患者に、一定の基準を設けた医療費助成を開始し
ている。 

レセプト情報・特定健診等情報データベース（National Data Base（NDB））を用いた先行研究 1 の
結果から算出された事業対象となる想定患者数と比較して、実際の助成申請数が少ない傾向があるこ
とが明らかになっている。 

本研究では、医療実態・医療体制の変化や新規医薬品による影響などを検討するため、NDB を使用
して診療報酬記録を解析し、Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスに起因する肝疾患治療に関連する医薬品や診療行
為の算定がある（受療中の）患者の実態を明らかにすることを目的とした。 

 
NDB の抽出条件は、2012 年 4 月から 2019 年 3 月までの 7 年間に、肝炎、肝硬変、肝がんに関連す

る傷病名（238 傷病）を１度でも有したことがある患者の全レセプトとした。 
厚生労働省より提供された NDB データの総データ件数は約 881.2 億件、レセプト件数は 37.5 億件

（医科レセプト 22.6 億件、DPC レセプト 0.3 億件、調剤レセプト 14.5 億件）、実患者数は 5,249 万人
分であった。 

提供された NDB データより、解析用のデータベースを作成後、肝炎、肝硬変、肝がんに関連する傷
病名をもつ患者をＢ型あるいはＣ型のいずれかに分類し、肝炎、肝硬変、肝がんの治療に関連する医薬
品や診療行為の算定がある患者についてＢ型肝炎あるいはＣ型肝炎、代償性肝硬変、非代償性肝硬変、
肝がん４つの傷病のうち重症優先で年度の病態を決定した。 

Ｂ型肝炎のうちフェイク病名の可能性が高い患者や、検査目的の病名「がん」を有する患者は除外し
ている。 

以上により抽出したＢ型あるいはＣ型肝炎受療中の患者について、次の項目を解析集計した。 
1) 肝病態別患者数（2012～2018 年度）全体、男女別、年齢階級別、地域ブロック別、都道府県

別 
2) 2012～2018 年度の年平均成長率から求めた 2019～2021 年度の非代償性肝硬変・肝がん患者

推移 

 
1 （厚生労働行政推進調査事業費補助金 肝炎等克服政策研究事業 Ｂ型・Ｃ型肝炎による肝硬変、肝がん患者における医療費等の実態
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